
我
孫
子
市
の「
平
和
都
市
宣

言
」
が
発
信
さ
れ
、
広
島
市
か

ら
被
爆
し
た
旧
市
庁
舎
側
壁

と
敷
石
が
譲
与
さ
れ
た
の
が
１

９
８
５
年
12
月
で
す
。

現
在
、
手
賀
沼
公
園
に
燃
え

る
の
が
広
島
市
か
ら
分
火
さ

れ
た「
平
和
の
灯
」で
す
。

我
孫
子
市
は
毎
年
、
市
内
中

学
生
を
広
島
の
平
和
式
典
に

派
遣
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
我
孫
子「
平
和
祈
念

式
典
」
は
、
８
月
10
日
猛
暑
の

た
め
屋
内
の
ア
ビ
ス
タ
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

詩
の
朗
読
、
全
員
で「
平
和

都
市
宣
言
」
を
読
み
上
げ
、
広

島
派
遣
中
学
生
の
紹
介
と
報

告
が
あ
り
、
終
了
後
、
公
園
内

へ移
動
し
参
加
者
に
よ
る
平
和

の
記
念
碑
へ
の
市
が
用
意
し
た

献
花
で
終
了
し
ま
し
た
。

我
孫
子
市
が
こ
の
式
典
を
続

け
る
こ
と
を
祈
念
し
な
が
ら
会

場
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。Ｏ

・Ｉ
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毎
年
暑
い
夏
が
来
る
と
私
は
原

爆
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
長
崎
か

ら
上
京
し
て
52
年
に
な
る
が
、

小
さ
い
頃
か
ら
聞
い
て
い
た
投
下

時
刻
の
サ
イ
レ
ン
の
音
が
耳
に
残
っ

て
い
る
。
今
回
は
8/4
～
６
と
広

島
大
会
に
参
加
し
た
４
日
の
開
会

総
会
、
６
日
の
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集

会
共
々
、
海
外
17
国
を
含
め
４

～
５
千
人
の
参
加
が
あ
っ
た
（
オ

ン
ラ
イ
ン
含
む
）
５
日
は
各
分
科

会
が
あ
っ
た
。

今
回
も
岸
田
総
理
は
核
禁
止
条

約
に
全
く
触
れ
な
か
っ
た
。
と
て

も
残
念
で
な
ら
な
い
。
日
本
人
と

し
て
恥
ず
か
し
い
。
大
会
発
言
の

中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は

米
国
代
表
の
方
が
広
島
・
長
崎
へ

原
爆
を
落
と
し
た
こ
と
に
謝
っ
た

こ
と
だ
。
初
め
て
生
で
聞
い
て
胸

が
す
っ
と
し
た
。
他
に
も
色
々
と

今
起
き
て
い
る
世
界
の
戦
争
紛
争

の
こ
と
に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ
た
。

国
内
の
若
い
人
の
参
加
も
多
く
各

地
の
行
進
者
も
集
合
し
た
。
中
に

は
長
崎
の
方
（
90
歳
）
が
長
崎

か
ら
広
島
を
今
年
で
10
回
歩
い

て
い
る
と
報
告
さ
れ
た
、
頭
が
下

が
る
。
み
な
戦
争
の
な
い
世
界
平

和
を
望
ん
で
い
る
。
広
島
市
長
の

発
言
の
よ
う
に
核
抑
止
力
を
批
判

し
若
い
世
代
と
共
に
声
を
上
げ
て

行
か
な
い
と
い
け
な
い
と
改
め
て

思
っ
た
。

分
科
会
は
「
平
和
の
危
機
と
気

候
危
機
」
に
参
加
し
た
。
気
候
危

機
、
環
境
破
壊
に
立
ち
向
か
え
る

上
で
も
戦
争
紛
争
軍
事
演
習
に
反

対
し
核
廃
絶
の
た
め
に
政
治
を
変

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

二
人
の
専
門
家
の
話
を
聞
い
た
。

①
核
抑
止
力
論
を
批
判
す
る
・
・

野
口
邦
和
氏

②
全
て
の
軍
事
行
動
は
地
球
を
破

壊
す
る
・
・
武
本
匤
弘
氏

平
和
運
動
等
何
事
も
す
ぐ
に
は

変
わ
ら
な
い
が
、
ず
っ
と
長
く
や

る
こ
と
、
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
が

大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
今
年

も
暑
か
っ
た
が
と
て
も
良
い
学
習

に
な
り
ま
し
た
。

船
橋

優

け
や
き
の
風

政
治
家
・
軍
人
・
経

済
人
四
千
人
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
「
日
本
の
戦

争
」
を
検
証
し
て
き
た

保
坂
正
康
氏
は
「
新
し
い
戦

前
」
を
実
感
し
た
こ
と
と
し

て
▼
都
知
事
選
で
第
二
位
の

得
票
を
得
た
石
丸
伸
二
氏
の

論
法
・
話
し
方
・
居
丈
高
な

口
ぶ
り
は
旧
軍
人
と
全
く
同

じ
と
思
っ
た
。
「
恥
を
知
れ
、

恥
を
」
と
言
う
の
は
昭
和
10

年
代
の
帝
国
議
会
で
の
軍
人

答
弁
と
同
じ
▼
海
上
自
衛
隊

の
出
身
の
方
が
宮
司
と
な
っ

た
靖
国
神
社
に
海
自
隊
員
が

集
団
で
参
拝
。
「
軍
組
織
が

平
然
と
靖
国
神
社
と
一
体
化

し
た
」
と
二
点
を
挙
げ
て
い

る
▼
保
坂
氏
は
「
来
年
は
昭

和
１
０
０
年
、
戦
後
80
年
。

日
本
は
二
度
と
戦
争
を
し
な

い
と
の
基
本
的
立
場
に
立
ち
、

今
後
の
国
の
あ
り
方
を
し
っ

か
り
考
え
る
べ
き
時
」
と
い

う
▼
現
在
進
行
中
の
自
民
党

総
裁
・
立
憲
民
主
党
の
代
表

選
で
、
メ
デ
ア
は
「
日
本
の

未
来
が
見
え
る
」
論
議
を
リ
ー

ド
す
べ
き
で
す
。
内
政
面
で

は
㋑
30
年
間
も
賃
金
が
上
が

ら
な
い
国
に
な
ぜ
な
っ
た
の

か
㋺
貧
富
の
格
差
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
㋩
先
端
科
学
・

技
術
産
業
で
先
進
国
よ
り
の

遅
れ
を
ど
う
克
服
す
る
の
か

㊁
少
子
化
に
ど
う
取
り
組
む

の
か
な
ど
を
▼
外
交
面
で
は
、

21
世
紀
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
の
時
代
と
言
わ
れ
る
中
で

㋑
ア
メ
リ
カ
一
辺
倒
で
い
い

の
か
㋺
唯
一
の
被
爆
国
と
し

て
核
兵
器
禁
止
条
約
に
背
を

向
け
た
ま
ま
で
い
い
の
か
な

ど
▼
選
挙
向
け
の
表
紙
替
え

の
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
は
な
ら

な
い
。

Ｓ
・
Ａ

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

我
孫
子
「
平
和
祈
念
式

典
」
に
参
加
し
て

日本共産党湖北台

後援会連絡所

早川 7149-0322

小野 7187-0203

鈴木 7139-3421

猛
暑
の
た
め
ア
ビ
ス

タ
ホ
ー
ル
で
開
催

２
０
２
４

年

原

水

爆

禁

止

世

界

大

会

に

参

加

し

て

広
島
市
か
ら
分
火

さ
れ
た
「
平
和
の

灯
」

全
員
で
「
平
和
都
市
宣

言
」
を
読
み
上
げ
る

広島平和式典派遣の報告を行う中学生たち

千
葉
県
議
会
６
月
議
会
で

日
本
共
産
党
は
、
千
葉
県
医

師
連
盟
か
ら
２
０
２
１
年
７

月
に
１
，
０
０
０
万
円
の
献

金
を
知
事
関
係
団
体
と
熊
谷

俊
人
後
援
会
が
受
け
取
っ
た

事
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

企
業
・
団
体
が
政
治
献
金

（
寄
付
）
す
る
の
は
見
返
り

を
期
待
す
る
か
ら
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
企
業
献
金

の
全
面
禁
止
を
政
策
に
掲
げ

て
る
立
場
か
ら
知
事
が
こ
れ

か
ら
も
多
額
の
献
金
を
受
け

取
る
の
か
、
寄
付
し
た
団
体

の
意
向
を
県
政
運
営
に
反
映

さ
せ
た
こ
と
は
な
い
の
か
と

質
問
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
知
事
自
身
は
答

弁
せ
ず
、
代
わ
り
の
部
長
が

「
政
治
資
金
の
透
明
性
の
確

保
だ
」
と
い
う
問
題
を
は
ぐ

ら
か
し
た
答
え
を
し
た
だ
け

で
す
。

Ｏ
・
Ｉ

熊
谷
俊
人
知
事
が
献
金

１
０
０
０
万
円
受
け
る

「平和の灯」に献花する人たち

しんぶん赤旗 囲碁・将棋大会 東葛地区大会

日 時 ９月１４日(土) 9:30受付 10:00開催

場 所 柏市中央公民館５階会議室Ａ・Ｂ・Ｃ

柏市柏5-8-12 (柏市役所のとなり)
参加費 大人2000円 高校生以下1500円

※記念品・昼食代を含む

※初心者から強豪まで、どなたでも参加できます。

新人王戦への挑戦のチャンスも!!
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マ
ス
コ
ミ
も
共
々
正
気
を
無
く
せ
し
か

我
も
吾
も
の
総
裁
選
に七

丁
目

山
野

美
津

平
和
憲
法
持
つ
こ
の
国
で

公
然
と
「
殺
人
練
習
」
す
る
今
は
戦
前

（
百
里
基
地
見
学
会
）

五
丁
目

鈴
木

明

も
の
ぐ
さ
は
居
座
り
し
ま
ま
処
暑
の
日

三々
丁
目

松
永
美
穂
子

稲
穂
見
て
平
年
作
を
よ
ろ
こ
び
ぬ

七
丁
目

山
里

歩

裏
金
に
黙
し
た
る
者
の
饒
舌
さ

じ
ょ
う
ぜ
つ

五
丁
目

一
言
有
三

Ｊ
Ｒ
線
我
孫
子
駅
南
口
か

ら
徒
歩
約
５
分
（
我
孫
子
市

緑
二―

三―

一
）
。
国
道
３

５
６
沿
い
に
山
門
が
あ
り
ま

す
が
、
山
門
か
ら
は
本
堂

（
写
真
）
が
見
え
ま
せ
ん
。

道
路
建
設
時
に
変
え
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ

ま
す
。
訪
ね
た
時
は
日
曜
日

の
た
め
か
、
境
内
へ
の
扉
は

開
い
た
ま
ま
で
し
た
。
そ
こ

で
境
内
へ
。
右
手
に
は
ひ
か

り
幼
稚
園
が
あ
り
、
建
物
は

３
階
建
て
。
「
大
光
寺
の
縁

起
。
真
言
宗
豊
山
派
。
開
山
、

開
基
不
詳
で
あ
る
が
、
『
本

土
寺
過
去
帳
』
に
『
八
日
大

高
寺
、
延
徳
二
（
一
四
九
〇
）

庚
戌
五
月
、
ア
ビ
コ
』
と
あ

る
大
高
寺
は
当
寺
の
こ
と
で
、

創
建
は
室
町
時
代
に
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
寺

で
は
法
流
開
基
を
秀
恕
法
印

と
し
、
相
馬
霊
場
の
標
柱
に

「
第
四
十
二
番
、
安
永
五
丙

申
年
（
一
七
七
六
）
□
月
吉

日
、
施
主
惣
村
中
、
大
光
寺

第
一
世
法
印
秀
恕
、
南
無
遍

昭
光
音
」
と
刻
ん
で
い
る
。

…

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

に
お
け
る
我
孫

子
宿
の
大
火
で

寺
は
罹
災
し
、

秀
恕
は
そ
の
年

に
示
寂
。
こ
の

火
災
で
寺
の
古

記
録
も
焼
失…

現
本
堂
は
昭
和

二
二
年
の
改
築
」

（
我
孫
子
市
史
）
。

境
内
に
は
聖
天

堂
、
太
子
堂
、

鐘
楼
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
我
孫

子
駅
の
近
く
に

歴
史
の
あ
る
寺

院
が
あ
る
の
は
貴
重
だ
と
思

い
ま
す
。
（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

南
海
山
不
動
院
大
光
寺
を
訪
ね
て

(https://jcp-a
biko.com/ )

我孫子市議団
ホームページ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９９０円
※こちらから申し込めます
日本共産党本部QRコード→

今
年
の
夏
も
「
危
険
な
暑
さ
」

「
不
要
な
外
出
を
避
け
、
室
内

で
も
躊
躇
な
く
冷
房
を
つ
け
ま

し
ょ
う
」
と
連
日
報
道
。
こ
の

暑
さ
の
原
因
は
？

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
議

長
は
あ
る
本
の
中
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。
「
昨
年
、

２
０
２
３
年
は
観
測
史
上
で
最

も
暑
い
年
な
り
ま
し
た
。
世
界

気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
は
、
今

年
（
２
０
２
４
年
）
１
月
、
２

３
年
の
世
界
の
平
均
気
温
は
、

産
業
革
命
前
に
比
べ
て
１
・
４

５
度
上
昇
し
た
と
発
表
し
ま
し

た
。
気
候
変
動
抑

制
に
関
す
る
国
際

協
定―

「
パ
リ
協

定
」
（
２
０
１
５

年
）
で
は
１
・
５

度
未
満
に
抑
え
る

こ
と
を
「
目
指
す
」

と
取
決
め
て
い
ま

す
。
す
で
に
そ
の
寸
前
ま
で
き

て
い
る
の
で
す
。
科
学
者
た
ち

が
警
戒
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ

は
、
気
温
上
昇
が
あ
る
一
点―

テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト

（
転
換
点
）
を
超
え
ま
す
と
、

地
球
全
体
の
環
境
が
急
激
に
、

か
つ
大
規
模
に
、
不
可
逆
的
な

変
化
に
陥
り
、
人
間
の
力
で
は

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
す
」
（
Ｑ
＆

Ａ
共
産
主
義
と
自
由
）
。
こ
の

本
を
も
と
に
し
て
気
候
危
機
に

つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｏ
・
Ｔ

岸
田
首
相
が
「
火
の
玉
と

な
っ
て
取
り
組
む
」
と
し
た

「
政
治
資
金
規
正
法
」
結
果

は
ま
た
も
「
ザ
ル
法
、
抜
け

穴
だ
ら
け
」
。
世
論
調
査
で

は
評
価
で
き
な
い
が
７
０
％

で
進
退
極
ま
っ
た
す
え
の
総

裁
選
立
候
補
辞
退
で
し
た
。

し
か
し
岸
田
政
権
は
大
変
な

こ
と
に
踏
み
込
み
ま
し
た
①

ア
メ
リ
カ
の
要
求
２
％
の
軍

事
費
を
受
け
入
れ
５
年
間
で

43

兆
円
の
軍
事
費
、
敵
基

地
攻
撃
の
た
め
の
長
距
離
ミ

サ
イ
ル
の
爆
買
い
、
シ
ー
ム

レ
ス
な
指
揮
統
合
の
名
で
日

本
の
主
権
を
ア
メ
リ
カ
に
渡

す
「
日
本
の
ア
メ
リ
カ
へ
の

属
国
化
」
（
北
村
淳
著
Ｐ
Ｈ

Ｐ
社
）
②
３
・
11
以
降
「
原

発
依
存
度
を
低
減
す
る
」

「
新
増
設
は
想
定
し
な
い
」

と
の
約
束
を
「
原
発
を
最
大

限
活
用
」
と
し
て
東
海
第
二

原
発
な
ど
停
止
中
の
原
発
の

再
稼
働
、
稼
働
を

60

年
に

延
長
、
「
新
規
原
発
に
建
て

替
え
（
一
基
一
兆
円
）
」
に

大
転
換
し
、
財
界
の
要
求
を

丸
呑
み
。
石
炭
火
力
依
存
を

続
け
、
２
０
３
５
年
ま
で
に

再
エ
ネ
３
倍
化
の
約
束
も
知

ら
ぬ
顔
で
化
石
賞
を
受
け
る
。

三
年
前
の
総
裁
選
挙
の
時

は
「
分
配
な
く
し
て
成
長
な

し
」
「
新
し
い
資
本
主
義
」

を
掲
げ
小
泉
政
権
、
安
倍
政

権
、
菅
政
権
と
続
い
た
強
欲

資
本
主
義
・
株
主
資
本
主
義

か
ら
脱
却
す
る
よ
う
な
そ
ぶ

り
を
見
せ
た
が
、
労
働
者
の

実
質
賃
金
は

23

ヶ
月
連
続

減
少
、
こ
の
８
年
間
で
一
億

円
以
上
の
金
融
資
産
を
持
つ

世
帯
は
62

万
世
帯
も
増
加

す
る
有
様
。
中
産
階
級
も
激

減
し
て
い
る
と
い
う
。
株
主

資
本
主
義
が
よ
り
徹
底
し
た

「
第
三
の
安
倍
政
権
」
そ
れ

が
岸
田
政
権
の
本
質
だ
と
思

う
。

Ｓ
・
Ａ

日
本
共
産
党
の
小
池
晃
書

記
局
長
は
３
日
国
会
内
で
記

者
会
見
し
、
政
治
資
金
規
正

法
違
反
で
罰
金
な
ど
の
略
式

命
令
を
受
け
た
薗
浦
健
太
郎

元
衆
院
議
員
の
秘
書
が
自
民

党
・
麻
生
派
で
の
裏
金
の
存

在
を
認
め
る
証
言
を
行
っ
て

い
た
と
の
「
毎
日
」
報
道

（
２
日
付
）
に
つ
い
て
「
麻

生
派
で
の
裏
金
づ
く
り
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
ま
た
浮

彫
に
な
っ
た
」
と
述
べ
、
国

会
へ
の
参
考
人
招
致
を
求
め

る
考
え
を
示
し
た
。
Ｈ
・
Ｈ

検
証―

一
期
で
退

陣
す
る
岸
田
政
権

「
危
険
な
暑
さ
」

原
因
は
？

「
気

候

危

機

を

追

う
」

麻
生
派
裏
金

認
め
る
証
言

小
池
書
記
局
長

「
自
民
党
ぐ
る
み
浮
き
彫
り
」


